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2)低濃度 (0.1ng/ml)の ⅠLlαは,細胞内のインテグリンα3の mRNA
発現およびタンパク質レベルを上昇させた｡
3)低濃度 (0.1ng/ml)のⅠLlαは,ラミニンに対する細胞接着性を克進
した｡
4)IL-1αで前処理 した際,ラミニン刺激によって細胞内シグナル伝達系
の一つであるMAPK系のリン酸化が冗逢 したO
以上のことから,IL-1αは骨再生に必要な骨芽細胞の増殖促進 と細胞接着性の克進に
関与することが明らかとなった｡
本研究は,骨吸収性サイ トカインとして捉えられてきたIL1αに関する従来の見解の
ほかに,炎症の消退に伴い,濃度が低下することによってⅠし1αが骨再生機序にも関与
し得るという新たな病態生理を示唆するものである｡また,本研究成果は根尖性歯周
炎をはじめとする炎症性骨吸収疾患における骨再生治癒メカニズム解明の一助にな
ると考える｡
よって,本申請論文は博土 上盤呈L旦豊鑑論日夏とrして価値があると認めた∩
